マッチング班（バディコム・配車）引継ぎ資料 (R6.４．４作成／１８クール)

【基本内容】
1運転ボラ（送迎・軽トラ・2tトラック等）の調整・確保

2マッチング・配車数調整（マッチング班リーダーと確認）
・翌日の活動数に基づいてマッチング班リーダーが班分け・活動予定を一覧化した内容を
ふまえて各班の送迎・軽トラ・2tトラック等の必要数をマッチング班リーダーと協議して決定

3運行計画表（ホワイトボード）作成（送迎・軽トラ ・2tトラック等運転手の動き）
　　・車両マグネットプレートに、翌日の運転ボラ予定者をはめ込む。
・運転ボラに不足が生じるようであれば、 当日の支援活動ボラ参加者から運転をお願いできる方を募る。

◎当日の受付対応
【活動開始前】
1 当日の運行計画予定を確認し、運転手の不足数及び特定の運転者への助手席者数を再確認し、当日募集対応に備える。

②バディコム（通信機器）準備
・バディコムをすべて起動する。
・MAP画面を確認し、七尾市全体が入るように設定。
MAPの青枠に入っている範囲のみ送受信可能。
　　 　PCのバディコム操作
・近畿ブロックのスタッフにバディコムを渡し、バディコム管理様式に名前、配車のホワイトボードに名前と番号を記入し、誰がどのバディコムを使用しているかすぐにわかるようにする。
・一般運転ボランティア用受付机に、 使用予定車両のカギをボックスに準備する。
・団体運転ボランティア受付机を準備する。（★団体ボランティアとして参加する「連合」は、車のカギを1階事務所に預けているので、受取りに行く。）

【ボランティアの会場誘導】
・受付を済ませたボランティアが会場に来られたら、以下の仕分けで席を案内する。
a) 一般活動ボランティア
b) 一般運転ボランティア(班・車種・氏名を記入した紙を貼った席を用意)
c) 団体運転ボランティア（団体（連合）でまとまった席を用意）

【運転ボランティア受付開始】
①　団体ボランティア受付
a) 受付にあたり、以下の点を伝える。
・運転者と補助席者の2名1組でグループ分けをお願いする。
・運転者の名前をお聞きする
(→団体ボランティアに運転いただく予定の車両プレートに書き込む)。 
・班番号と使用車両 (持ち込み車両も含めて)を伝える。
b) 団体運転者受付開始
・運転者のみ 「団体運転ボランティア」用机に集まってもらう。
・各自に免許証提示いただき、お渡しするバディコムNo. とともに撮影する 
(撮影機:バディコム№2)
・上記が終われば、再度着座いただく。

② 一般運転ボランティア
a)前日に準備した運行計画表をもとに、個々に受付へ誘導。
b)受付にて、運転いただく車両・班番号を伝えて次の物品を渡す。
	
	センター車輛貸出
	自家用車持ち込み

	車のカギ
	〇
	―

	運転ファイル
	〇
	―

	バディコム（№確認・控え）
	〇
	〇

	ごみ集積場等説明用紙
（QRコード掲載）
	〇
	〇

	班番号・担当シール
	〇
	〇

	ごみ集積場入場許可証（青）
	車両に貼付済み
	〇

	災ボラ車両マグネットプレート
	車両に貼付済み
	〇



c) 運転ボランティアの免許証・バディコムNo.を撮影する 
(撮影機:バディコム №2＝担当者用)
【運転ボランティアオリエンテーション】
1マッチングリーダーの全体オリエンテーションの後、運転ボランティア対象にオリエンテーションを行う。

 2伝える内容
a) 受付での配布備品などの再確認
b) 当日ボランティア登録したか。していなければQRコードを読み込んでもらう
c) バディコムを通し、班リーダーと綿密に連絡を取り合ってもらうこと
→ 運転中のバディコム使用は危険なため、助手席者に連絡やり取りをしてもらうこと
d) 燃料メーターが半分以下になったら、指定給油ssで給油してください
→給油した場合は、領収書を必ず提出してもらうこと(ただし、持ち込み車両は無し)
e）ゴミ集積場は、QRコードより確認検索いただくこと
ｆ) 使用した車両は、元あった場所へ駐車いただくこと
(仮に他車両が止まっていた場合は、その近辺)
ｇ) ピンク・青のラミネートプレート→ない場合は本部へ連絡
ｈ) 災ボラのマグネットプレートも、貼り付けておくこと（持ち込み車両）
Ｉ) 持ち込み車両は、終了後青プレート・マグネットプレートを返却いただくこと
Ｊ）オリエンテーション後、班別オリエンテーションでお呼びするまで待機いただくこと
　　　　　（班別オリエンテーションが始まったら声掛けをする）

【ボランティア活動中の対応（バディカムを使用）】
（１）活動中のボランティアからの問合せ対応
　　＜問合せ例＞
ａ）災害廃棄物として集積場へ持ち込むことができる物かの問合せ
ｂ）依頼事項にない作業や物品搬出の可否
ｃ）集積場（仮仮・仮）の混雑状況や終了時刻

（２）ボランティアの活動状況把握
　　①ボランティアからの主な活動報告
ａ）依頼主宅に到着し、活動を開始すること
ｂ）依頼主宅の活動が終了し、次の依頼主宅に向かう（もしくは本部へ戻る）こと
c)班メンバーが分かれて活動すること（軽トラは集積場へ向かい、活動ボランティアは次の現場に向かう等）

　②ボランティアからの報告をもとにホワイトボードに書き込む・マグネットプレートを移動させるなどし、現況を可視化してスタッフが共有できるようにする。

（３）活動している班からのヘルプ要請対応
　　①要請例：想定よりも搬出物品が多くて積み込めず、追加で軽トラを派遣してほしい
　　②対応内容
ａ）活動中の他班への調整
ｂ）本部待機しているボランティアへの調整
【全ての活動を終えて帰館したボランティアへの対応】
　　①貸与物品の返却確認
ａ）車のカギ（貸与車両運転者のみ）
ｂ）運転ファイル（貸与車両運転者のみ／走行距離記入）・活動依頼書
ｃ）バディコム（班リーダー・運転手）
ｄ）青プレート・マグネットプレート（持ち込み車両のみ・運転手）
ｅ）領収書（貸与車両・給油した方のみ・運転手）
★活動報告書は、アポイントメンバーへ声掛けして対応いただく
★高速道路通行証明書（該当者のみ）
★翌日に使用する軽トラなどに荷物が残っている場合、「荷有」と記し、翌日の活動前の荷物処理について検討する

　　②運転ボランティアには明日以降の参加予定を確認し、参加する日の運転ボランティア従事を依頼する。
★了解を得られれば、以下の点を確認する
　　・運転車種希望（2トン・軽トラ・ワンボックス・ミッション可否）
　　　　・持ち込み車両有無
★了解いただいた方の名前をホワイトボード裏の2週間予定表に書き込む

③リーダーによる活動報告及び運転手による貸与物品返却が済んだら、班で集まって活動終了確認の上で解散。

【翌日の準備】
（１）班番号シール
（２）「送迎」「軽トラ」シール
（３）運転ファイル
（４）集積場案内ＱＲコード（運転ファイルにはさむ）
（５）ボールペン（運転ファイルにはさむ）
（６）運転手一覧表（ホワイトボードの紙版）
（７）バディコム貸与者一覧表
（８）バディコム充電（充電器が借りられているので、充電完了した機器からはずして箱上に番号順に並べる）
（９）参加予定の運転ボランティアの席に配席用紙を作成・貼付け
　　　　　①個人：班・役割（送迎／軽トラ／2トン）・名前（カタカナを姓のみ）
　　　　　②団体：団体名→参加予定人数分
[bookmark: _GoBack]1日が終了　お疲れさまです！
